


























要約 帝王切開による分娩は早期接触を妨げる。彼女らの母子相互作用には通常と異なった

特徴があるのか,あったとしたら,それはいつまで続き,マターナル・ボンディングの仮説か

らの説明が妥当であるか検討することを本研究の目的とした。初産で重篤な疾患のない,

満期産の母子を分娩方法によって帝切群,正常群に分け,後者を統制群とした。対象の数

は,3ヵ月までデータのあるものが帝切群12名,正常群20名,そのうち6ヵ月までデータの

あるものが帝切群 10 名、正常群 15 名だった。 

母親については,妊娠後期に妊婦用文章完成法(SCT-PKS),新生児期に接触時間記録と新生

児期用文章完成法(SCT-NKS),乳児健診中の行動を 10 秒ごとの観察で記録,1 ヵ月時に「泣

き」と「外出」についての質問,6 ヵ月時に家庭環境調査と乳児期用文章完成法(SCT-IKS)

をおこなった。児には,生後 5日日頃にプラゼルトン新生児行動評価(NBAS)を施行した。生

後 1,3,6 ヵ月時に母子のインタラクションをみるために授乳場面のビデオ記録をおこない,

それを Price(1983)の AMIS(AssessmentofMother-InfantSensitivity)Scale で評価した。 

結果は,帝切群は,出産後 3日間に接触量は 10時間少なかった。新生児期に母親の関心は術

後の痛みにむき,生れたこどもに実感を持たないことが多く,1 ヵ月の「外出」に関する質

問で児が気にならないと回答したものが多かった。健診中の母親行動は,1 ヵ月で帝切群の

母親は児から注意を逸らすことが多く,声をかけることが少なかったが,3 ヵ月になると児

に触れ,医師を手伝う行動が増えた。6ヵ月になると,児に触れる行動は正常群より減って,

声をかけることがやや多くなった。AMIS の結果,帝切群の母親は,1 ヵ月時で児の扱い方が

劣っていたが,児との social な交流はむしろ良好だった。3,6 ヵ月では差はみられなかっ

た。以上の結果から,帝王切開による分娩は生後 1ヵ月までの母親の行動,心情に影響する

ことがわかった。3,6ヵ月には,この差は明らかでなくなったことから,3ヵ月以降はそのほ

かの要因が関与し,母子相互作用を発達させていくと推測された。これはマターナル・ボン

ディング説の臨界期的でリジットな考えを支持するものではない。 


